


























百
年
と
い
う
時
と
空
間
を
超
え
て

数
年
前
の
私
は
、
ま
さ
か
自
分
が
大
学
教

員
に
な
り
研
究
者
に
な
っ
て
い
る
な
ん
て
夢

に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
院
修

士
課
程
を
修
了
し
た
後
、
紆
余
曲
折
を
経

て
夢
だ
っ
た
学
校
の
先
生
（
キ
リ
ス
ト
教
中

学
校
の
宗
教
科
）
に
な
っ
た
の
も
束
の
間
、

結
婚
し
海
外
へ
移
住
、
出
産
、
育
児
に
明
け

暮
れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
日
本
に
帰
国

し
て
か
ら
は
教
会
で
牧
師
と
し
て
働
き
な
が

ら
二
人
の
幼
子
を
育
て
、
同
じ
専
門
分
野
の

外
国
人
研
究
者
で
あ
る
夫
が
書
い
た
論
文
の

最
終
的
な
日
本
語
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
な
ど
毎

日
大
忙
し
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
こ
ん
な
時

間
を
過
ご
す
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
二
人

目
の
こ
ど
も
が
一
歳
を
過

ぎ
た
あ
る
日
、
夫
が
私
に

「
も
う
一
度
学
ん
で
み
た
ら

ど
う
だ
」
と
真
剣
な
顔
を

し
て
言
う
の
で
す
。
え
？

学
ぶ
？
研
究
？
修
士
課
程

を
修
了
し
て
す
で
に
十
数

年
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。
現
状
は
教
会
の
仕

事
と
育
児
で
精
一
杯
。「
も
う
一
度
学
ぶ
」
こ

と
に
恐
怖
と
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
夫
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
、
母
校
の
博
士

課
程
で
も
う
一
度
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
四
十
歳
の
時
で
す
。
新

た
な
環
境
に
胸
が
と
き
め
き
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
始
ま
っ
て
み
る
と
や
は
り
私
の
頭
は
久

し
ぶ
り
の
学
び
に
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。た
だ
、

不
思
議
と
学
ぶ
喜
び
や
楽
し
さ
を
心
か
ら

感
じ
て
い
ま
し
た
。
私
の
専
門
は
キ
リ
ス

ト
教
神
学
で
す
が
、
研
究
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
女
性
キ
リ
ス
ト
者
」、「
日
韓
」、「
近

代
史
」
で
す
。
歴
史
で
す
か
ら
、
百
年
ほ

ど
前
の
女
性
た
ち
の
文
献
を
読
む
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
百
年
前
の
女
性
キ
リ
ス

ト
者
た
ち
が
残
し
た
文
章
、
そ
こ
に
は
感

動
も
あ
れ
ば
現
在
と
い
う
眼
鏡
を
か
け
て

み
た
時
に
は
遺
憾
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
百
年
前
の
筆
者
の
声
に
耳

を
傾
け
、
応
答
と
し
て
私
も
書
く
、
こ
の

「
対
話
」
の
楽
し
い
こ
と
！

5
年
後
の
2
0
1
9
年
3
月
、
私
は

無
事
に
博
士
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
研
究
者
と
し
て
、
大
学
の
教

員
と
し
て
今
与
え
ら
れ
た
道
を
誠
実
に
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
百
年
後
の

誰
か
に
私
の
文
章
が
読
ま
れ
、
そ
の
人
と

ま
た
新
し
い
「
対
話
」
が
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
つ
つ
。

最
近
十
年
ほ
ど
を
振
り
返
る
と
、
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
、
電
通
の
女
性
社
員
の
過

労
自
殺
、
働
き
方
改
革
な
ど
、
労
働
に

関
す
る
話
題
は
常
に
社
会
の
注
目
を
集

め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、大
学
生
に
と
っ

て
も
ア
ル
バ
イ
ト
や
就
職
活
動
を
通
じ
て
、

労
働
は
生
活
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
雇
用
の
場
に
お
い
て
生
じ
る
問
題
を

規
律
す
る
の
が
「
労
働
法
」
で
す
。

使
用
者
の
指
揮
命
令
の
も
と
で
働
き
、

賃
金
を
得
る
こ
と
で
そ
の
生
存
を
確
保
す

る
労
働
者
は
、
使
用
者
に
対
し
て
交
渉

力
で
劣
位
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
労
働
法

は
、
労
働
者
が
社
会
的
経
済
的
に
弱
い

存
在
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
国
が
契
約

内
容
に
直
接
介
入
す
る
方
法
（
労
働
時

間
規
制
や
最
低
賃
金
な
ど
）
と
、
一
人
で
は

弱
い
労
働
者
が
団
結
、
す
な
わ
ち
労
働

組
合
を
結
成
す
る
こ
と
で
使
用
者
と
の
対

等
性
を
回
復
さ
せ
る
方
法
を
通
じ
て
、

労
働
者
が
過
酷
な
労
働
条
件
で
働
か
さ

れ
る
こ
と
を
防
い
で
い
ま
す
。

戦
後
日
本
の
労
働
法
は
、
労
働
組
合

法
（
1
9
4
5
年
）
や
労
働
基
準
法

（
1
9
4
7
年
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
の
発
展
に
は
直
接
雇
用

の
正
社
員
と
い
う
労
働
者
像
、
長
期
雇

用
慣
行
を
軸
と
す
る
日
本
的
雇
用
慣
行

が
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
、
雇
用
社
会
の
状
況
は
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
従
来
の
労
働
法
制
は

見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
技
術
革
新
に
よ
り
ク
ラ
ウ
ド

ワ
ー
ク
な
ど
の
就
労
形
態
が
登
場
し
た
こ

と
で
、
新
た
な
働
き
方
に
対
す
る
労
働

法
的
保
護
の
あ
り
方
が
重
要
な
論
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
力
不
足
解

消
の
た
め
、
国
は
高
齢
者
雇
用
の
促
進

や
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
働
き
手
の
多
様

化
に
伴
う
課
題
が
山
積
み
で
す
。さ
ら
に
、

正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
と
の

不
合
理
な
待
遇
差
の
解
消
を
目
指
し
て
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
（
同
一
労
働
同
一
賃
金
）。

今
後
も
労
働
世
界
は
変
化
し
続
け
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
変
化
に
「
法
」
と
い

う
視
点
か
ら
光
を
当
て
る
こ
と
で
、
新
た

な
問
題
を
発
見
し
、
解
決
策
を
導
き
出

す
力
を
身
に
着
け
ら
れ
る
よ
う
な
講
義
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
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L E C T U R E  D I A R Y

今回は 法学部 講師 佐々木 達也
サ     サ    キ      タツ  ヤ

現代の労働世界を
法的に捉える

ゼミでは、子どもの豊かなスポーツ経験の促進と学校体育の充実に貢献する研究
を目指しています。主なテーマは、体育授業の効果的な教材や指導法の検討、子ど
もの運動参加への意欲や健康的な生活の課題に関する支援および調査などです。
主に研究テーマに関する文献研究と学校現場での支援、調査活動などを実施して
います。近年では瀬戸市内の小学校や中学
校を訪問し、体力テストや体育授業の補助を
行い、運動が苦手な児童生徒への支援や調
査活動を行っています。現職教員が参加する
体育授業研究会に参加し実践的な学びを深
めることもあります。また、一昨年度には韓国
の小学校を訪問して体育授業を参観し、日
本の学校との違いや共通点について調査を
行いました。

本書では、ドーピング問題、体罰問題、フェアプレイ、ジェ
ンダーなど、スポーツの公正、平等に関するテーマについ
て、プロスポーツやオリンピックなどのトップレベルの事例
からジュニアスポーツや運動部活動の事例まで、さまざま
な事例とともに解説されており、最新の遺伝子ドーピング
などのスポーツの未来を見据えた問題も扱われています。
専門家だけでなく、観戦者や保護者などの立場からも、よ
りよいスポーツとの関わり方に関する理解を深めることが
できます。

『スポーツ倫理 改訂』 近藤良享（不昧堂出版）

スポーツ健康学部 准教授

四方田 健二 ゼミ

私自身の研究テーマは、整形外科疾患の評価と理学療法の効果を検証しています
が、学生は自らが興味を持った事項を研究テーマに発展させ、卒業研究として取り組
みます。成人や高齢期の運動器機能の評価や理学療法の効果測定などを中心に、学
内では学生がお互いに検査者と被験者として、筋力、筋の活動量、関節の動き、バラン
ス機能などを測定し、検証しています。学外で
は地域在住の方々に協力いただき、高齢者の
予防的な運動や環境整備に取り組んでいま
す。学生の卒業研究でも、本学の医学研究倫
理委員会へ申請し審査され、承認を受けて開
始するといった将来の医学研究と同じ手順の
下に実施されています。

おす
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おす
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本

Recommended books

今年度までは「国際社会・文化」に関連するテーマで卒業論文を書くことが目標です。
2021年度の3年生からは大幅に内容を変えて、私の専門に近い「中東あるいはイス
ラーム」に関連するテーマで卒業論文を書いていきます。
学生の主体性を尊重し、話し合いによって発表の共通テーマなどを決めますので、
毎年ゼミの内容は変わります。3年生のゼミでは、
パワーポイントを使っての発表を何回か行い、
プレゼン能力の向上、研究発表の作法を覚える、
色々なテーマのおもしろさを理解することを
目指しています。そして、徐 に々卒業論文に関する
考えをまとめていきます。発表以外にも、
グループディスカッションや他ゼミと合同で4年生
の話しをきくことなどを通して、卒業後の進路
（≒就職活動）についても考えていきます。

「国際学」に関する様々なテーマが取り扱われており（30
章＋コラム17）、興味があるものだけ読むこともできます。
また、それぞれ10ページ未満で平易な文章ですので、気
楽に読めます。そして、各章には関連書籍の案内もあり、
関心を持ったテーマはさらに深く掘り下げていくことも可
能です。

『国際学入門 言語・文化・地域から考える』 
佐島隆・佐藤史郎・岩崎真哉・村田隆志　編
（法律文化社）

国際文化学部 准教授

吉田 達矢 ゼミ

少し前の本ですが、そのおもしろさは群を抜いており、同類の
本と読み比べてもおすすめ度はピカ一です。
人は人でありながら、その体の9割が微生物であり、私達はそ
の微生物の存在を自覚していません。その微生物は、いったい
私達の体に何をしているのか。私達の腸内にある豊かな微生
物の生態系により、健康が維持されています。この本の帯にあ
る「人の肥満も、アレルギーも、うつ病も微生物の問題だった」
に留まらず、私達の誕生から成長、性格や好み、体格、病気へ
も大きく関わっていることは驚きであり、かつ合点がいきます。

『あなたの体は9割が細菌』 アランナ・コリン 著、
矢野真千子 訳（河出書房新社）

リハビリテーション学部 教授

平野 孝行 ゼミ

おす
すめ
本

Recommended books

百
年
と
い
う
時
と
空
間
を
超
え
て

数
年
前
の
私
は
、
ま
さ
か
自
分
が
大
学
教

員
に
な
り
研
究
者
に
な
っ
て
い
る
な
ん
て
夢

に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
院
修

士
課
程
を
修
了
し
た
後
、
紆
余
曲
折
を
経

て
夢
だ
っ
た
学
校
の
先
生
（
キ
リ
ス
ト
教
中

学
校
の
宗
教
科
）
に
な
っ
た
の
も
束
の
間
、

結
婚
し
海
外
へ
移
住
、
出
産
、
育
児
に
明
け

暮
れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
日
本
に
帰
国

し
て
か
ら
は
教
会
で
牧
師
と
し
て
働
き
な
が

ら
二
人
の
幼
子
を
育
て
、
同
じ
専
門
分
野
の

外
国
人
研
究
者
で
あ
る
夫
が
書
い
た
論
文
の

最
終
的
な
日
本
語
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
な
ど
毎

日
大
忙
し
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
こ
ん
な
時

間
を
過
ご
す
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
二
人

目
の
こ
ど
も
が
一
歳
を
過

ぎ
た
あ
る
日
、
夫
が
私
に

「
も
う
一
度
学
ん
で
み
た
ら

ど
う
だ
」
と
真
剣
な
顔
を

し
て
言
う
の
で
す
。
え
？

学
ぶ
？
研
究
？
修
士
課
程

を
修
了
し
て
す
で
に
十
数

年
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。
現
状
は
教
会
の
仕

事
と
育
児
で
精
一
杯
。「
も
う
一
度
学
ぶ
」
こ

と
に
恐
怖
と
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
夫
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
、
母
校
の
博
士

課
程
で
も
う
一
度
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
四
十
歳
の
時
で
す
。
新

た
な
環
境
に
胸
が
と
き
め
き
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
始
ま
っ
て
み
る
と
や
は
り
私
の
頭
は
久

し
ぶ
り
の
学
び
に
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。た
だ
、

不
思
議
と
学
ぶ
喜
び
や
楽
し
さ
を
心
か
ら

感
じ
て
い
ま
し
た
。
私
の
専
門
は
キ
リ
ス

ト
教
神
学
で
す
が
、
研
究
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
女
性
キ
リ
ス
ト
者
」、「
日
韓
」、「
近

代
史
」
で
す
。
歴
史
で
す
か
ら
、
百
年
ほ

ど
前
の
女
性
た
ち
の
文
献
を
読
む
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
百
年
前
の
女
性
キ
リ
ス

ト
者
た
ち
が
残
し
た
文
章
、
そ
こ
に
は
感

動
も
あ
れ
ば
現
在
と
い
う
眼
鏡
を
か
け
て

み
た
時
に
は
遺
憾
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
百
年
前
の
筆
者
の
声
に
耳

を
傾
け
、
応
答
と
し
て
私
も
書
く
、
こ
の

「
対
話
」
の
楽
し
い
こ
と
！

5
年
後
の
2
0
1
9
年
3
月
、
私
は

無
事
に
博
士
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
研
究
者
と
し
て
、
大
学
の
教

員
と
し
て
今
与
え
ら
れ
た
道
を
誠
実
に
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
百
年
後
の

誰
か
に
私
の
文
章
が
読
ま
れ
、
そ
の
人
と

ま
た
新
し
い
「
対
話
」
が
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
つ
つ
。

最
近
十
年
ほ
ど
を
振
り
返
る
と
、
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
、
電
通
の
女
性
社
員
の
過

労
自
殺
、
働
き
方
改
革
な
ど
、
労
働
に

関
す
る
話
題
は
常
に
社
会
の
注
目
を
集

め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、大
学
生
に
と
っ

て
も
ア
ル
バ
イ
ト
や
就
職
活
動
を
通
じ
て
、

労
働
は
生
活
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
雇
用
の
場
に
お
い
て
生
じ
る
問
題
を

規
律
す
る
の
が
「
労
働
法
」
で
す
。

使
用
者
の
指
揮
命
令
の
も
と
で
働
き
、

賃
金
を
得
る
こ
と
で
そ
の
生
存
を
確
保
す

る
労
働
者
は
、
使
用
者
に
対
し
て
交
渉

力
で
劣
位
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
労
働
法

は
、
労
働
者
が
社
会
的
経
済
的
に
弱
い

存
在
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
国
が
契
約

内
容
に
直
接
介
入
す
る
方
法
（
労
働
時

間
規
制
や
最
低
賃
金
な
ど
）
と
、
一
人
で
は

弱
い
労
働
者
が
団
結
、
す
な
わ
ち
労
働

組
合
を
結
成
す
る
こ
と
で
使
用
者
と
の
対

等
性
を
回
復
さ
せ
る
方
法
を
通
じ
て
、

労
働
者
が
過
酷
な
労
働
条
件
で
働
か
さ

れ
る
こ
と
を
防
い
で
い
ま
す
。

戦
後
日
本
の
労
働
法
は
、
労
働
組
合

法
（
1
9
4
5
年
）
や
労
働
基
準
法

（
1
9
4
7
年
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
の
発
展
に
は
直
接
雇
用

の
正
社
員
と
い
う
労
働
者
像
、
長
期
雇

用
慣
行
を
軸
と
す
る
日
本
的
雇
用
慣
行

が
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
、
雇
用
社
会
の
状
況
は
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
従
来
の
労
働
法
制
は

見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
技
術
革
新
に
よ
り
ク
ラ
ウ
ド

ワ
ー
ク
な
ど
の
就
労
形
態
が
登
場
し
た
こ

と
で
、
新
た
な
働
き
方
に
対
す
る
労
働

法
的
保
護
の
あ
り
方
が
重
要
な
論
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
力
不
足
解

消
の
た
め
、
国
は
高
齢
者
雇
用
の
促
進

や
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
働
き
手
の
多
様

化
に
伴
う
課
題
が
山
積
み
で
す
。さ
ら
に
、

正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
と
不
合

理
な
待
遇
差
の
解
消
を
目
指
し
て
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
（
同
一
労
働
同
一
賃
金
）。

今
後
も
労
働
世
界
は
変
化
し
続
け
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
変
化
に
「
法
」
と
い

う
視
点
か
ら
光
を
当
て
る
こ
と
で
、
新
た

な
問
題
を
発
見
し
、
解
決
策
を
導
き
出

す
力
を
身
に
着
け
ら
れ
る
よ
う
な
講
義
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
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L E C T U R E  D I A R Y

今回は 法学部 講師 佐々木 達也
サ     サ    キ      タツ  ヤ

現代の労働世界を
法的に捉える

ゼミでは、子どもの豊かなスポーツ経験の促進と学校体育の充実に貢献する研究
を目指しています。主なテーマは、体育授業の効果的な教材や指導法の検討、子ど
もの運動参加への意欲や健康的な生活の課題に関する支援および調査などです。
主に研究テーマに関する文献研究と学校現場での支援、調査活動などを実施して
います。近年では瀬戸市内の小学校や中学
校を訪問し、体力テストや体育授業の補助を
行い、運動が苦手な児童生徒への支援や調
査活動を行っています。現職教員が参加する
体育授業研究会に参加し実践的な学びを深
めることもあります。また、一昨年度には韓国
の小学校を訪問して体育授業を参観し、日
本の学校との違いや共通点について調査を
行いました。

本書では、ドーピング問題、体罰問題、フェアプレイ、ジェ
ンダーなど、スポーツの公正、平等に関するテーマについ
て、プロスポーツやオリンピックなどのトップレベルの事例
からジュニアスポーツや運動部活動の事例まで、さまざま
な事例とともに解説されており、最新の遺伝子ドーピング
などのスポーツの未来を見据えた問題も扱われています。
専門家だけでなく、観戦者や保護者などの立場からも、よ
りよいスポーツとの関わり方に関する理解を深めることが
できます。

『スポーツ倫理 改訂』 近藤良享（不昧堂出版）

スポーツ健康学部 准教授

四方田 健二 ゼミ

私自身の研究テーマは、整形外科疾患の評価と理学療法の効果を検証しています
が、学生は自らが興味を持った事項を研究テーマに発展させ、卒業研究として取り組
みます。成人や高齢期の運動器機能の評価や理学療法の効果測定などを中心に、学
内では学生がお互いに検査者と被験者として、筋力、筋の活動量、関節の動き、バラン
ス機能などを測定し、検証しています。学外で
は地域在住の方々に協力いただき、高齢者の
予防的な運動や環境整備に取り組んでいま
す。学生の卒業研究でも、本学の医学研究倫
理委員会へ申請し審査され、承認を受けて開
始するといった将来の医学研究と同じ手順の
下に実施されています。

おす
すめ
本

Recommended books

おす
すめ
本

Recommended books

今年度までは「国際社会・文化」に関連するテーマで卒業論文を書くことが目標です。
2021年度の3年生からは大幅に内容を変えて、私の専門に近い「中東あるいはイス
ラーム」に関連するテーマで卒業論文を書いていきます。
学生の主体性を尊重し、話し合いによって発表の共通テーマなどを決めますので、
毎年ゼミの内容は変わります。3年生のゼミでは、
パワーポイントを使っての発表を何回か行い、
プレゼン能力の向上、研究発表の作法を覚える、
色々なテーマのおもしろさを理解することを
目指しています。そして、徐 に々卒業論文に関する
考えをまとめていきます。発表以外にも、
グループディスカッションや他ゼミと合同で4年生
の話しをきくことなどを通して、卒業後の進路
（≒就職活動）についても考えていきます。

「国際学」に関する様々なテーマが取り扱われており（30
章＋コラム17）、興味があるものだけ読むこともできます。
また、それぞれ10ページ未満で平易な文章ですので、気
楽に読めます。そして、各章には関連書籍の案内もあり、
関心を持ったテーマはさらに深く掘り下げていくことも可
能です。

『国際学入門 言語・文化・地域から考える』 
佐島隆・佐藤史郎・岩崎真哉・村田隆志　編
（法律文化社）

国際文化学部 准教授

吉田 達矢 ゼミ

少し前の本ですが、そのおもしろさは群を抜いており、同類の
本と読み比べてもおすすめ度はピカ一です。
人は人でありながら、その体の9割が微生物であり、私達はそ
の微生物の存在を自覚していません。その微生物は、いったい
私達の体に何をしているのか。私達の腸内にある豊かな微生
物の生態系により、健康が維持されています。この本の帯にあ
る「人の肥満も、アレルギーも、うつ病も微生物の問題だった」
に留まらず、私達の誕生から成長、性格や好み、体格、病気へ
も大きく関わっていることは驚きであり、かつ合点がいきます。

『あなたの体は9割が細菌』 アランナ・コリン 著、
矢野真千子 訳（河出書房新社）

リハビリテーション学部 教授

平野 孝行 ゼミ

おす
すめ
本

Recommended books

百
年
と
い
う
時
と
空
間
を
超
え
て

数
年
前
の
私
は
、
ま
さ
か
自
分
が
大
学
教

員
に
な
り
研
究
者
に
な
っ
て
い
る
な
ん
て
夢

に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
院
修

士
課
程
を
修
了
し
た
後
、
紆
余
曲
折
を
経

て
夢
だ
っ
た
学
校
の
先
生
（
キ
リ
ス
ト
教
中

学
校
の
宗
教
科
）
に
な
っ
た
の
も
束
の
間
、

結
婚
し
海
外
へ
移
住
、
出
産
、
育
児
に
明
け

暮
れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
日
本
に
帰
国

し
て
か
ら
は
教
会
で
牧
師
と
し
て
働
き
な
が

ら
二
人
の
幼
子
を
育
て
、
同
じ
専
門
分
野
の

外
国
人
研
究
者
で
あ
る
夫
が
書
い
た
論
文
の

最
終
的
な
日
本
語
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
な
ど
毎

日
大
忙
し
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
こ
ん
な
時

間
を
過
ご
す
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
二
人

目
の
こ
ど
も
が
一
歳
を
過

ぎ
た
あ
る
日
、
夫
が
私
に

「
も
う
一
度
学
ん
で
み
た
ら

ど
う
だ
」
と
真
剣
な
顔
を

し
て
言
う
の
で
す
。
え
？

学
ぶ
？
研
究
？
修
士
課
程

を
修
了
し
て
す
で
に
十
数

年
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。
現
状
は
教
会
の
仕

事
と
育
児
で
精
一
杯
。「
も
う
一
度
学
ぶ
」
こ

と
に
恐
怖
と
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
夫
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
、
母
校
の
博
士

課
程
で
も
う
一
度
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
四
十
歳
の
時
で
す
。
新

た
な
環
境
に
胸
が
と
き
め
き
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
始
ま
っ
て
み
る
と
や
は
り
私
の
頭
は
久

し
ぶ
り
の
学
び
に
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。た
だ
、

不
思
議
と
学
ぶ
喜
び
や
楽
し
さ
を
心
か
ら

感
じ
て
い
ま
し
た
。
私
の
専
門
は
キ
リ
ス

ト
教
神
学
で
す
が
、
研
究
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
女
性
キ
リ
ス
ト
者
」、「
日
韓
」、「
近

代
史
」
で
す
。
歴
史
で
す
か
ら
、
百
年
ほ

ど
前
の
女
性
た
ち
の
文
献
を
読
む
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
百
年
前
の
女
性
キ
リ
ス

ト
者
た
ち
が
残
し
た
文
章
、
そ
こ
に
は
感

動
も
あ
れ
ば
現
在
と
い
う
眼
鏡
を
か
け
て

み
た
時
に
は
遺
憾
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
百
年
前
の
筆
者
の
声
に
耳

を
傾
け
、
応
答
と
し
て
私
も
書
く
、
こ
の

「
対
話
」
の
楽
し
い
こ
と
！

5
年
後
の
2
0
1
9
年
3
月
、
私
は

無
事
に
博
士
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
研
究
者
と
し
て
、
大
学
の
教

員
と
し
て
今
与
え
ら
れ
た
道
を
誠
実
に
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
百
年
後
の

誰
か
に
私
の
文
章
が
読
ま
れ
、
そ
の
人
と

ま
た
新
し
い
「
対
話
」
が
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
つ
つ
。

最
近
十
年
ほ
ど
を
振
り
返
る
と
、
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
、
電
通
の
女
性
社
員
の
過

労
自
殺
、
働
き
方
改
革
な
ど
、
労
働
に

関
す
る
話
題
は
常
に
社
会
の
注
目
を
集

め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、大
学
生
に
と
っ

て
も
ア
ル
バ
イ
ト
や
就
職
活
動
を
通
じ
て
、

労
働
は
生
活
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
雇
用
の
場
に
お
い
て
生
じ
る
問
題
を

規
律
す
る
の
が
「
労
働
法
」
で
す
。

使
用
者
の
指
揮
命
令
の
も
と
で
働
き
、

賃
金
を
得
る
こ
と
で
そ
の
生
存
を
確
保
す

る
労
働
者
は
、
使
用
者
に
対
し
て
交
渉

力
で
劣
位
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
労
働
法

は
、
労
働
者
が
社
会
的
経
済
的
に
弱
い

存
在
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
国
が
契
約

内
容
に
直
接
介
入
す
る
方
法
（
労
働
時

間
規
制
や
最
低
賃
金
な
ど
）
と
一
人
で
は

弱
い
労
働
者
が
団
結
、
す
な
わ
ち
労
働

組
合
を
結
成
す
る
こ
と
で
使
用
者
と
の
対

等
性
を
回
復
さ
せ
る
方
法
を
通
じ
て
、

労
働
者
が
過
酷
な
労
働
条
件
で
働
か
さ

れ
る
こ
と
を
防
い
で
い
ま
す
。

戦
後
日
本
の
労
働
法
は
、
労
働
組
合

法
（
1
9
4
5
年
）
や
労
働
基
準
法

（
1
9
4
7
年
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
の
発
展
に
は
直
接
雇
用

の
正
社
員
と
い
う
労
働
者
像
、
長
期
雇

用
慣
行
を
軸
と
す
る
日
本
的
雇
用
慣
行

が
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
、
雇
用
社
会
の
状
況
は
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
従
来
の
労
働
法
制
は

見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
技
術
革
新
に
よ
り
ク
ラ
ウ
ド

ワ
ー
ク
な
ど
の
就
労
形
態
が
登
場
し
た
こ

と
で
、
新
た
な
働
き
方
に
対
す
る
労
働

法
的
保
護
の
あ
り
方
が
重
要
な
論
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
力
不
足
解

消
の
た
め
、
国
は
高
齢
者
雇
用
の
促
進

や
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
働
き
手
の
多
様

化
に
伴
う
課
題
が
山
積
み
で
す
。さ
ら
に
、

正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
と
不
合

理
な
待
遇
差
の
解
消
を
目
指
し
て
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
（
同
一
労
働
同
一
賃
金
）。

今
後
も
労
働
世
界
は
変
化
し
続
け
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
変
化
に
「
法
」
と
い

う
視
点
か
ら
光
を
当
て
る
こ
と
で
、
新
た

な
問
題
を
発
見
し
、
解
決
策
を
導
き
出

す
力
を
身
に
着
け
ら
れ
る
よ
う
な
講
義
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
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は地域在住の方々に協力いただき、高齢者の
予防的な運動や環境整備に取り組んでいま
す。学生の卒業研究でも、本学の医学研究倫
理委員会へ申請し審査され、承認を受けて開
始するといった将来の医学研究と同じ手順の
下に実施されています。
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今年度までは「国際社会・文化」に関連するテーマで卒業論文を書くことが目標です。
2021年度の3年生からは大幅に内容を変えて、私の専門に近い「中東あるいはイス
ラーム」に関連するテーマで卒業論文を書いていきます。
主体性を尊重し、話し合いによって発表の共通テーマなどを決めますので、毎年ゼミ
の内容は変わります。
3年生のゼミでは、プレゼン能力の向上、研究
発表の作法を覚える、色々なテーマのおもしろ
さを理解することを目指しています。そして、
徐々に卒業論文に関する考えをまとめていきま
す。発表以外にも、グループディスカッション
や他ゼミと合同で4年生の話しをきくことなど
を通して、卒業後の進路（≒就職活動）につい
ても考えていきます。

「国際学」に関する様々なテーマが取り扱われており（30
章＋コラム17）、興味があるものだけ読むこともできます。
また、それぞれ10ページ未満で平易な文章ですので、気
楽に読めます。そして、各章には関連書籍の案内もあり、
関心を持ったテーマはさらに深く掘り下げていくことも可
能です。

『国際学入門 言語・文化・地域から考える』 
佐島隆・佐藤史郎・岩崎真哉・村田隆志　編
（法律文化社）

国際文化学部 講師

吉田 達矢 ゼミ

少し前の本ですが、そのおもしろさは群を抜いており、同類の
本と読み比べてもおすすめ度はピカ一です。
人は人でありながら、その体の9割が微生物であり、私達はそ
の微生物の存在を自覚していません。その微生物は、いったい
私達の体に何をしているのか。私達の腸内にある豊かな微生
物の生態系により、健康が維持されています。この本の帯にあ
る「人の肥満も、アレルギーも、うつ病も微生物の問題だった」
に留まらず、私達の誕生から成長、性格や好み、体格、病気へ
も大きく関わっていることは驚きであり、かつ合点がいきます。

『あなたの体は9割が細菌』 アランナ・コリン 著、
矢野真千子 訳（河出書房新社）

リハビリテーション学部 教授

平野 孝行 ゼミ
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C O S M O R A M A

「宇宙」や「世界」を表わす COSMOS（コスモス）と PANORAMA（パノラマ）との

合成語である COSMORAMAは、19 世紀にロンドンの街角でしばしば行なわれた

世界各地の様子をのぞきみせるショーの名称として使われたのが発祥と言われています。

世界の動きに興味を持ち、大きな視点に立ってそれを見渡すことができるようにと

本学広報誌の愛称に採用しました。とは？

http://www.ngu.jp/

f

Photo：外国語学部英米語学科4年　大岩 未侑さん
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